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・ ９月のユーロ圏の消費者物価の速報値は前年比＋10.0％と、前月の同＋9.1％から上昇率が加速、

統計開始以来で初の２桁台を記録した。速報段階で入手可能な内訳は、エネルギー（前月：同＋

38.6％→今月：同＋40.8％）、食料・アルコール飲料・たばこ（同＋10.6％→同＋11.8％）、変

動の大きい食料・アルコール飲料・たばこ・エネルギーを除くコア（同＋4.3％→同＋4.8％）が

揃って前月より上昇率が加速。コア物価の内訳をみると、エネルギーを除く工業製品価格（同＋

5.1％→同＋5.6％）とサービス価格（同＋3.8％→同＋4.3％）が揃って上昇率が加速した。 

・ 統一基準の国別の消費者物価は、フランス（同＋6.6％→同＋6.2％）やスペイン（同＋10.5％→

同＋9.3％）で上昇率が鈍化した一方、ドイツ（同＋8.8％→同＋10.9％）とイタリア（同＋

9.1％→同＋9.5％）の上昇率が加速した。なかでもドイツは、経営難に陥ったエネルギー企業救

済によるガス料金の価格転嫁、９ユーロで公共交通機関が乗り放題となるパスの当初支援内容の

終了などで、上昇率が大幅に加速。ドイツ統計局の基準でも、1951年以来の２桁台に乗せた。 

・ 政策要因による物価の下押し圧力剥落があったにせよ、コア物価の上昇率が加速傾向にあり、中

長期的にもインフレ圧力が高まっている状況。足元で原油やガス価格の上昇がやや一服している

ものの、賃上げや価格転嫁の動きが広がっており、ＥＣＢはインフレ警戒姿勢を一段と強めよう。 

 

 

■ユーロ圏:消費者物価（前年比） ■ユーロ圏：コア消費者物価（前年比）

注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く 注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の消費者物価（％）

2021 2022 2021 2022
4Q 1Q 2Q 3Q 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

消費者物価 （前期比） 1.7 2.7 2.3 － 0.7 0.3 1.1 0.8 1.8 0.1 0.7 0.8 0.7 0.6 －

（前年比） 4.6 6.1 8.0 9.3 4.9 5.0 5.1 5.9 7.4 7.4 8.1 8.6 8.9 9.1 10.0
コア消費者物価 （前年比） 2.4 2.7 3.7 4.4 2.6 2.6 2.3 2.7 3.0 3.5 3.8 3.7 4.0 4.3 4.8
食料/アルコール/たばこ（前年比） 2.5 4.2 7.6 10.7 2.2 3.2 3.5 4.2 5.0 6.3 7.5 8.9 9.8 10.6 11.8

食料 （前年比） 2.5 4.7 8.8 － 2.2 3.5 3.9 4.7 5.7 7.4 8.7 10.4 11.5 12.4 －
アルコール （前年比） 1.4 1.5 3.3 － 1.2 1.6 1.4 1.3 1.7 2.3 3.3 4.3 4.7 5.3 －
たばこ （前年比） 2.8 2.8 2.3 － 2.6 2.6 2.9 2.9 2.7 2.1 2.2 2.4 2.5 2.7 －

エネルギー （前年比） 25.7 35.1 39.6 39.7 27.5 25.9 28.8 32.0 44.3 37.5 39.1 42.0 39.6 38.6 40.8

注：消費者物価の前期比は季節調整後。コア消費者物価は食料・アルコール・たばこ・エネルギーを除く。出所：Eurostat


